
第 11 章　立憲国家の成立と日清・日露戦争　5. 近代産業の定着（1）産業革命

　1872（明治5）年10月14日、新橋－横浜間（29㎞）に日本初の鉄道が開

通した。1892（明治25）年6月には、「鉄道敷
ふ

設
せつ

法」が公布され、鉄道会

議（内務大臣の諮
し

問
もん

機関）を設置し、政府の鉄道建設構想を明らかにし

た。それ以降、各地で鉄道誘致運動が活発化した。この会議で鳥取県

内の鉄道は、官設で【境－米子－倉吉－鳥取－智頭－姫路】を結ぶルー

ト、いわゆる陰陽連絡線の建設が決定した。

　日清戦争の影響で着工が遅れたが、1900（明治33）年に境より工事

が始まった。しかし、途中で現在の山陰本線のルートに変更になった。

日露戦争勃発や余
あまる

部
べ

鉄橋や桃
とうかん

観トンネルの難工事などで予定より完成

が遅れたものの、1912（明治45）年に山陰鉄道（= 山陰本線、京都－出

雲今市間約 384㎞）が全通した。新橋－横浜に遅れること40年、山陰

にも「文明開化」が訪れることになった。現在は倉吉駅ホームに建つ「鐵

路開通之碑」は、境－倉吉間が開通した喜びをあらわしていると同時

に、当時の鳥取県の人情・風土なども伝わってくる貴重な碑
ひ

文
ぶん

である。

（担当：小山富見男）

近代

鉄道の開通 ―境・米子・倉吉―

・鳥取県立図書館「鳥取県の鉄道と観光－県立図書館所蔵資料に見る鉄道と観光－」
（1995年）
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山陰鉄道建設のあゆみ
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鐡路開通之碑（倉吉駅）

境より着工

境 - 御来屋（37.3㎞）間開通

倉吉まで延伸

鳥取仮駅（古海）まで延伸

山陰本線全通（3月1日）

京都 - 出雲今市（384.6㎞）

山陰鉄道全通開通式（6月1日）
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